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ESMO E-Learningでは、消化器癌領域に焦点
を当てたウェブキャスト形式の講座を掲載して
います。英語音声によるウェブキャストをトラン
スクリプト（日本語/英語）とともに視聴すること
ができ、生きた英語教材としても活用できます。
トランスクリプト付き解説スライドは、ダウン
ロードすることもできます。日本語版では、年間
4講座を予定しています。 

特定のサブグループのハザード比を検討することも重要かもしれません。1つ

目の表は、New England Journal of Medicine に発表されたセツキシマブの

試験結果です。ご覧のように、全集団ではハザード比は0.68で、セツキシマブ

が有効であることを示していますが、KRASエクソン2変異型症例ではハザード

比が1に近く、セツキシマブの有効性は認められません。KRASエクソン2野生

型症例ではハザード比は0.4で、さらに有効性が高いことを示しています。 

Journal of Clinical Oncology に発表されたパニツムマブvs. BSCの比較試験

でも、同様の数値となっています。 
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KRASのmCRCにおける分子マーカーとしてのストーリーは、抗EGFR抗体薬

vs. 支持療法（BSC）を比較した、8年前のランダム化第III相試験の結果に始ま

ります。セツキシマブvs. BSCやパニツムマブvs. BSCの比較試験で、抗

EGFR抗体薬投与群の無増悪生存期間（PFS）は延長しました。しかし、

Kaplan Meier曲線の特徴的な形から、サブグループによって効果に差がある

可能性が示唆され、患者の50%はBSC単独群に比べ新規薬剤の上乗せ効果

が得られませんでした。 
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